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図書委員会を中心とした読書推進活動 
本はともだち－「読書って楽しい!」という感動をあなたへ－ 
佐賀県 小城市立三日月小学校 

 

 基本データ    テーマ・活動のねらい等  
 
所在地 小城市三日月町長神田

1680 

児童生徒数 749 人 

教職員数 67 人 

蔵書数 約 14,300 冊 

年間貸出冊数 約 107,000 冊 

  
【テーマ】読書啓発・指導 

【活動のねらい】 

 ４月当初、図書委員の、「全校児童にもっと読書の楽しさを味わって
もらいたい」という願いをもとに、活動テーマ「本はともだち－『読書
って楽しい!』という感動をあなたへ－」を設定した。 

 

 
 
 

 「一人 100 冊運動」では、100 冊以上の本を

借りた児童の貸し出しカードを金色（ゴールド

カード）にした。100 冊借りた児童の名前を給

食の時間の放送で紹介したり、星形の紙に書い

て図書室の入口に「読書の星」として貼り出し

たりして奨励した。 

「一人 100 冊運動」読書の星 
 

 年に２回の「図書館まつり」では、事前に PR

として、図書委員が図書室の取り組みを紹介し

たコマーシャル動画を作成して給食の時間に

放映し、図書室に来るきっかけ作りを行った。 

 「あのごちそうが給食に」と題して、絵本に登

場する料理を給食で再現してもらう「コラボ給

食」を行った。 

 昼休みには、図書委員が１、２年生の教室に出

向き、電子黒板を使って「読み聞かせ」を行っ

た。ほかに、「読書ビンゴ」「スタンプラリー」

「貼り絵」「しおりコンクール」「１日図書委員

募集」などのイベントを行った。 

 「読書バルーン」では、学年ごとに、バルーン

の形をした色画用紙に、児童にお薦めの本やお

もしろかった本を書いてもらい、模造紙に貼り

出し掲示した。さらに、そこからピックアップ

した本の表紙を、「読書の扉」にアレンジして

掲示し、紹介した本は借りて読むことができる

ように図書室に展示した。 

 「本の福袋」では、袋の中に「怖い話」「魔法が

たくさんある本」等、テーマを示して２冊の本

を入れ、中身はお楽しみで貸し出しを行った。 

 それぞれの活動は、図書委員会が作成する「図

書館新聞」や図書館司書が作成する「図書館だ

より」で児童や保護者に紹介した。 

「図書館まつり」のコマーシャル動画 

「読書バルーン」 

取組・活動の概要 
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 図書委員会の願いや思いを尊重し、図書委員会

が中心になって全校に読書啓発を行った。 

 前年度よりさらに読書に親しんでもらうには

どうしたらよいか、アイデアを出し合い、お薦

めの本やおもしろかった本を書いた「読書バル

ーン」から「読書の扉」へ発展させたり、「コラ

ボ給食」のメニューからその本にまつわるクイ

ズを出したりした。 

 「本の福袋」では、福袋の中身の１冊を新刊に、

あと１冊をそれに関する本や資料となる本に

した。中身のヒントは、本を読みたくなるよう

な文言を図書委員が考え、本との出会いを演出

した。いろいろな方法で本の内容を紹介するこ

とにより、本を手に取って読んでみたいという

思いにつなげることができた。 

 佐賀県庁まなび課が主催する「スクール読書チ

ャレンジ運動」に応募し、賞の受賞を目指すこ

とで、読書推進活動や読書活動の意欲向上につ

なげることができた。 

 
 

 

 

 今年度の活動の成果は、全ての学級、学年の児

童や担任が図書委員会の活動に賛同・協力し、

さらに発展した読書活動に取り組んでいたこ

とである。例えば１年生では、図書委員やムー

ンブック、担任による読み聞かせについて知ら

せる「読み聞かせ便り」を定期的に発行した。

保護者からの「お薦めの１冊」を紹介するコー

ナーも設け、学校と保護者との関係も、読書を

通してさらに強くなった。図書委員会の活動が

起点となり、そこから、各学級、各学年の読書

活動が波紋のように広がりを見せた。 

 図書の本の貸し出し冊数も、H28 年度 99,160

冊、H29 年度 103,958 冊、H30 年度 106,936

冊と、年々増加している。 

 来年度は、学期ごとの細かい貸し出し目標を設

定し、全員が 100 冊達成できるようなしくみ

を作りたい。 

 図書館まつりなどの読書啓発につながる活動

を、図書委員のアイデアを取り入れながらさら

に活性化して、楽しく読書に親しみ、地域や家

庭とも連携して読書の幅が広がるような活動

を行っていきたい。 

「コラボ給食」『れいぞうこのおくのおく』より 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

取組・活動の工夫や特徴 

取組・活動の成果や今後の展望 


